
【編集者コラム】
事務所から堂島大橋が望めます。日没になるとライトアップされ、鉄橋の抽象化された優美なシルエットが浮かび上がります。
昼間とは随分異なった趣になり、こちらも自然とリラックスモードに切り替われる感じです。6月例会は、照明デザイナーと書家
のお二人の「思考のプロセス」。どのようなお話が伺えるのか個人的にも楽しみです。

【情報】
・2017/07/04(火)　世話人会　16：30～18：00　於：JIA事務局会議室
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４月例会報告
住宅部会総会＋名和晃平氏講演会『アート/建築 - 近作について』  担当世話人：北脇一郎 + 福田哲也

4月22日（土）、大阪市立住まい情報センターにて2017年度の住宅部会総会、記念講演会が開催されました。
今年は、大阪地域会の総会とも日程が重なったこともあり、講演会・懇親会は大阪地域会と住宅部会での共催となりました。
総会は、2016年度の代表・副代表・各委員長からの活動報告の後、2017年度の同予定者と交替・承認がなされ、2017年度
活動計画の発表と承認により、滞りなく執り行なわれました。
今年の講演会は、近年、建築にも取組まれている美術家・名和晃平氏を講師にお迎えし、『アート/建築ー近作について』を
テーマにご講演いただきました。講演は、各作品の解説はもちろんのこと、ご自身の美術家としてのバックグラウンドや作品
製作過程の映像等も交え、創作の背景が垣間見れる大変興味深い内容でした。
名和氏は、作家であるとともに、自らが運営するクリエイティブ・プラットフォーム「SANDWICH」の代表、そして大学
教授でもあります。それらに閾はなく、むしろ、シームレスに広がりある一連の活動として写りました。作品は、現代という
時代性を自己の内側から捉えたイメージを萌芽としつつ、イメージ→概念→素材・手法を通して見る側の知覚を覚醒させる存
在へと結晶化・ビルドアップされていきます。そのようにして生み出される作品は、一見ストイックな印象さえ受けてしまい
ますが、実のところ、様々な分野とのコラボレーションや新たな技術導入・開発などのSANDWICHで試みられている意欲的
な取組みが、その独自性のベースとなっていることに気付かされます。さらに徹底したシミュレーションに基づく実体化が完
全性を補完しているようです。
また、こうしたイメージ・概念・素材についての試行、そして多彩な活動が互いに刺激し合い、影響し合うことで細胞分裂的
に作品が展開されています。作品群はマトリックスで類型化され、各作品名にはその明快なコンセプト・手法に応じたインデ
ックスが付され、作家性と発信力の強化にも繋げられていることが伺えました。
特に、氏が学生時代から強い探究心で様々な開発もされ続けている素材・手法に関しては、「どんな空間、素材でも新しい作
品を生み出すことができる」との力強い言葉がありました。素材について掘り下げることでの可能性とともに、建築に対する
安易な建材採用への戒めでもあるかのように何気に印象に残った一言です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （福田 哲也）




